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一次的“自然”と二次的“自然”
〜ネイチャーポジティブ⑤～　

　
田
畑
等
の
耕
作
を
行
い
、そ
れ
を
管
理
し
て
い
く
こ
と

は「
自
然
保
護
」な
の
だ
ろ
う
か
？

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
考
え
る
と
き
に
、気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。そ
れ
は
、
従
来
人
手

の
入
っ
て
い
な
か
っ
た
野
生
の
森
林
や
荒
地
を
切
り
拓

い
て
里
山
や
農
業
用
地
に
す
る〝
自
然
〟へ
の
人
為
的
な

介
入
は
、
実
は「
野
生
的〝
自
然
〟」を
壊
す
こ
と
に
他
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　「
野
生
的〝
自
然
〟」と
は
、
ま
さ
に
苛
烈
な「
生
存
競
争

と
適
者
生
存
の
原
理
が
働
く（
弱
肉
強
食
の
）世
界
」の
こ

と
で
あ
る
。我
々
が
普
段
目
に
す
る〝
自
然
〟と
は
、
こ
の

野
性
的〝
自
然
〟と
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
が
面
白
い
こ
と
に
、
開
墾
・
開
拓
に
よ
っ
て
で

き
た
農
地
に
は
、
新
た
な
生
物
生
態
系
、
す
な
わ
ち
別
の

〝
自
然
〟
環
境
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
カ
エ
ル
や
メ
ダ
カ
や

ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
や
ホ
タ
ル
、
可
憐
な〝
野
草
〟や〝
雑

草
〟類
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
つ
い
ば
む
鳥
や
小
動
物
た
ち

…
、
実
は
こ
れ
ら
は「
野
生
的〝
自
然
〟」の
中
で
は
生
き
残

る
の
が
難
し
い「
弱
者
」で
あ
る
。こ
れ
ら
の
生
き
物
は
、

田
畑
を
中
心
に
し
た「
人
為
的〝
自
然
〟」の
中
に
生
ま
れ

育
っ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
人
類
は
、「
野
生
的〝
自
然
〟」を
崩
壊
さ
せ

て「
人
為
的〝
自
然
〟」を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。つ
ま
り

農
業
と
は
、
未
開
拓
・
未
開
墾
の「
野
生
的〝
自
然
〟環
境
」

を
人
為
的
に
破
壊
し
、
そ
こ
に「
人
為
的 

〝
自
然
〟」を
形

成
す
る
営
み
な
の
だ
。

　
で
は
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」を
ビ
ジ
ネ
ス
観
点

か
ら
議
論
す
る
と
き
、
果
た
し
て
２
つ
の〝
自
然
〟を
ど
う

捉
え
る
の
が
適
切
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
こ
で
役
立
つ

の
が
、
環
境
専
門
家
や
農
政
研
究
者
の
間
で
使
わ
れ
る

「
一
次
的
自
然
」「
二
次
的
自
然
」と
い
う
概
念
だ
。

　「
一
次
的
自
然
」と
は
、
野
生
的
・
原
生
的
な
自
然
を
指

す
。人
手
が
一
切
加
わ
ら
ず
、
本
来
の
生
態
系
の
変
容
プ

ロ
セ
ス（
一
次
遷
移
）の
み
に
よ
っ
て
形
成
・
変
容
し
て
い

る〝
自
然
〟の
こ
と
だ
。私
が「
野
生
的〝
自
然
〟」と
呼
ぶ
も

の
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

　
生
態
系
的
に
外
部
か
ら
の
影
響
を
受
け
難
い
極
相（
安

定
し
た
状
態
）に
達
し
た
森
林（
極
相
林
、
原
生
林
）や
草

原
を
指
す
と
さ
れ
る
。例
え
ば
、
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
や

屋
久
島
の
ス
ギ
原
始
林
だ
。世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
の
は
、こ
の
よ
う
な
野
性
的
な
野
生
の“
自
然
”が
主
と

な
る
の
で
あ
る
。

　「
二
次
的
自
然
」と
は
、「
一
次
的〝
自
然
〟」が
農
業
な
ど

で
人
為
的
に
改
変
さ
れ
、さ
ら
に
そ
の
活
動
に
よ
り
維
持

さ
れ
て
き
た〝
自
然
〟を
指
す
。人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、

管
理
・
維
持
さ
れ
て
き
た
水
田
や
溜
池
、
雑
木
林
や
採
草

地
・
放
牧
地
ま
で
、ほ
ぼ
農
業
の
場
で
あ
る
。伐
採
や
草
刈

り
等
の
人
工
的
な
管
理
に
加
え
、肥
料
や
農
薬
の
散
布
な

ど
、生
態
系
に
と
っ
て
は
か
な
り
強
圧
的
な
介
入
も
な
さ

れ
る
。

　
人
為
的
影
響
が
な
い（
極
め
て
少
な
い
）原
生
的
な「
一

次
的〝
自
然
〟」に
対
し
て
、
農
林
業
な
ど
に
よ
る
定
期
的
・

周
期
的
な
管
理
等
の
人
為
的
な
介
入
が
な
さ
れ
る
の
で

「
二
次
的〝
自
然
〟」と
呼
ば
れ
る
。学
術
的
に
は
、
人
為
的

攪
乱
と
そ
れ
に
続
く
再
生（
二
次
遷
移
）で
維
持
・
強
化
さ

れ
る〝
自
然
〟と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
研
究
者
・
専
門
家
や
農

政
や
環
境
政
策
の
関
係
者
で
な
さ
れ
る
の
だ
が
、「
人
間
と

自
然
の
共
生
」と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。そ
れ
に
私
は
少
々
違
和
感
を
覚
え
る
。人
間

と〝
自
然
〟を
区
別
す
る
と
い
う
西
欧
的
な
世
界
観
が
チ
ラ

つ
く
の
だ
。人
間
も
生
物
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
…
、
そ
う
謙

虚
に
考
え
る
の
が
日
本
人
本
来
の
感
覚
で
は
な
か
ろ
う

か
。だ
と
す
る
と
、「
人
間
と
人
間
以
外
の
生
物
と
の
共
生
」

と
言
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
…
。

　「
一
次
的〝
自
然
〟環
境
」は
安
定
し
て
お
り
、
特
定
の
種

が
優
占
し
続
け
る
。生
物
生
態
系
が
自
己
の
治
癒
力
の
み

で
、自
然
の
摂
理
に
従
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
か
ら

だ
。そ
こ
で
、
人
手
を
入
れ
ず
に
自
然
環
境
を
維
持（
環
境

保
全
）す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
他
方
、「
二
次
的〝
自
然
〟」は
、
定
期
的
・
周
期
的
に
人
手

を
加
え
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
い
と
維
持
す
ら
で
き

な
い
。

　
こ
の「
二
次
的〝
自
然
〟」の
代
表
例
は
里
山
・
里
地
だ
と

言
わ
れ
る
。一
般
的
に
は「
里
山
」と
は
主
に
二
次
林
を
指

し
、
さ
ら
に
農
地
等
を
含
め
る
と
き
に「
里
地
」と
呼
ぶ
と

い
う
。

　
里
山
・
里
地
は
、人
里
・
都
市
部
と「
一
次
的〝
自
然
〟（
野

生
）」の
間
に
位
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
活
動
を
通

じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。環
境
省
は
里
地
・

里
山
を「
集
落
を
と
り
ま
く
二
次
林
と
、
そ
れ
ら
と
混
在

す
る
農
地
、た
め
池
、草
原
等
で
構
成
さ
れ
る
地
域
概
念
」

と
定
義
し
て
い
る
。わ
が
国
で
は
、
二
次
林
の
面
積
は
約

８
０
０
万
㌶
、
農
地
等
の
面
積
は
約
７
０
０
万
㌶
な
の

で
、里
地
・
里
山
は
、な
ん
と
国
土
の
４
割
程
度
を
占
め
る

と
聞
く
。

　
こ
の
よ
う
な
里
地
・
里
山
は
、
人
と「
二
次
的〝
自
然
〟」

と
の
長
年
に
わ
た
る
相
互
作
用
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た

地
域
で
あ
り
、
多
様
な
生
物
の
生
息
地
と
し
て
重
要
だ
。

人
手
を
加
え
た
だ
け
で
な
く
、加
え
続
け
な
い
と
維
持
で

き
な
い
。人
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
須
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
労
働
力
が
求
め
ら
れ
る
。い
っ
た
ん
放
棄
さ
れ

る
と
生
態
系
の
遷
移
が
勝
手
に（
文
字
通
り
自
然
に
）進

み
、取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

　「
二
次
的〝
自
然
〟」に
は
、
多
種
・
多
様
な「
弱
い
生
物
」

「
特
有
の
生
物
」が
数
多
く
生
息
す
る
。い
わ
ば
生
物
多
様

性
の「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」だ
。ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

の
多
く
の
議
論
が
主
張
す
る「
生
物
多
様
性
の
保
全
・
回

復
」と
い
う
議
論
に
お
い
て「
人
間
と（
人
間
以
外
）の
生

物
の
共
生
」の
観
点
か
ら
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
こ
の「
二

次
的〝
自
然
〟」に
他
な
ら
な
い（
ま
た
そ
れ
は
、
地
域
特
有

の
景
観
や
伝
統
文
化
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
だ
！
）。

　
だ
が
近
年
、中
山
間
地
域
の
過
疎
化
や
農
林
従
事
者
の

高
齢
化
に
伴
い
、
里
山
・
里
地
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
な
さ

れ
な
く
な
り
始
め
た
。結
果
、
従
来
農
地
で
は
普
通
に
見

る
こ
と
の
で
き
た
メ
ダ
カ
や
ホ
タ
ル
な
ど
が
急
減
し
、絶

滅
危
惧
種
に
な
っ
て
し
ま
っ
た（
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
）。つ
ま
り
、「
二
次
的〝
自
然
〟」に
特
有
な
生
物
多

様
性
が
失
わ
れ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、「
一
次
的〝
自
然
〟」の
保
全
と

と
も
に
、あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、「
二
次
的〝
自
然
〟の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」「
持
続
可
能
な
二
次
的〝
自
然
〟」、
つ

ま
り
、生
物
多
様
性
の
回
復
の
た
め
に
は
、ま
さ
に「
二
次

的〝
自
然
〟」自
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
き
な
課
題
な
の

で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、近
時
問
題
と
な
っ
て
い
る
熊
の
市
街
地
出

没
は
、
里
地
・
里
山
と
い
う
中
間
領
域
の
減
衰
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
思
い
起
こ
し
た
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
ｎ
次〝
自
然
〟」と
い
う
概
念
は
有
用

だ
。例
え
ば
、
都
市
部
の
緑
化
は「
三
次〝
自
然
〟」と
呼
べ

る
の
で
は
な
い
か
。さ
ら
に
私
は
、「
純〝
自
然
〟」「
準〝
自

然
〟」「
半〝
自
然
〟」「
人
工 

〝
自
然
〟」「
人
工
物〝
自
然
〟」

と
い
っ
た
整
理
分
類
も
発
案
し
て
い
る
。こ
れ
ら
は
次
回

以
降
に
ご
紹
介
し
た
い
。

（
本
稿
続
く
）

野
生
的
・
原
生
的「
一
次
的〝
自
然
〟」

と
人
為
的
な
「
二
次
的
〝
自
然
〟」

持
続
可
能
な
「
二
次
的
“
自
然
”」

に
向
け
て


